
レジリエンス研究教育推進コンソーシアム第 16 回幹事会議事次第 
 

1 日時：令和３年４月 13 日（火） 11時 00 分～12時 00 分 
2 場所：オンライン（Web会議システム Zoom） 
3 出席者：林（会長）、甘利（副会長）、遠藤（副会長）、岡島、石濱 

陪席者：西田（防災科学技術研究所）、松本（〃）、倉谷（〃）、丹羽（〃）、田代（〃）、 
斉藤（筑波大学）、高野（〃）、秋葉（〃）、鈴村（〃）、根本（〃） 
                                   （敬称略） 

4 議事 
Ⅰ. レジリエンス研究教育推進コンソーシアムに係る事案 

(1) 令和３年度幹事会委員について············································································ 資料 1-1～1-2 
(2) 令和３年度参画機関におけるインターンシップについて ················································ 資料 2 
(3) 第４回総会後の情報交換会について ················································································· 資料 3 
(4) 東急ファシリティサービス株式会社の商号変更について ················································ 資料 4 
(5) 第３回シンポジウム開催報告 ···························································································· 資料 5 
(6) その他 
  ・第４回シンポジウムについて 

 
Ⅱ. 筑波大学リスク・レジリエンス工学学位プログラムに係る事案 

(1) 「令和２年度教育に係る学長表彰」受賞報告 ··································································· 資料 6 
(2) コンソーシアム参画機関からの令和３年度入学者について ············································· 資料 7 
(3) 令和３年度指導体制について ···························································································· 資料 8 
(4) 「原子力規制人材育成事業」のカリキュラムについて ···················································· 資料 9 
(5) 令和３年度春学期における対面授業及びオンライン授業の実施について ·······資料 10-1～10-2 
(6) その他 

 
（配付資料） 
資料 1-1  令和３年度幹事会委員名簿（案） ················································································· P.3～ 
資料 1-2  【参考】令和 2 年度幹事会委員名簿 ············································································· P.4～ 
資料 2    令和３年度インターンシップ受入機関一覧 ·································································· P.5～ 
資料 3   第４回総会後の情報交換会の開催について ·································································· P.8～ 
資料 4   東急ファシリティサービス株式会社の商号変更について ············································ P.9～ 
資料 5    第３回レジリエンス研究教育推進コンソーシアムシンポジウム開催報告 ················· P.11～ 
資料 6    令和２年度教育に係る学長表彰について（通知） ····················································· P.27～ 
資料 7    コンソーシアム参画機関からの入学者一覧 ································································ P.29～ 
資料 8   令和３年度ﾘｽｸ･ﾚｼﾞﾘｴﾝｽ工学学位ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ／リスク工学専攻指導教員一覧 ················· P.30～ 
資料 9   レジリエンス原子力コース履修方法・修了要件・科目一覧 ······································· P.35～ 
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*実施期間 短期：2週間～1ヶ月（単位なし）
中期：1ヶ月～2ヶ月（インターンシップA，1単位）
長期：2ヶ月～3ヶ月（インターンシップB，2単位）

レジリエンス研究教育推進コンソーシアム
インターンシップ受入機関一覧

機関名
学生種別 実施場所 実施期間*

備考博士
前期

博士
後期 現地 オン

ライン 短期 中期 長期

一般財団法人
電力中央研究所 〇 〇 未定 要相談

指定の研究分野：エネルギー・環境システム分野
案件ごとに受入について検討します。

一般財団法人
日本自動車研究所 〇 〇 〇 ― 〇 ― ―

受入可能人数：1名
受入可能時期：2021年7月～2021年11月
指定の研究分野：特になし（日本自動車研究所の各種実験車両を用い
て人の運転行動データを取得して分析することよる，自動車運転時の
人の特徴を理解することに興味がある方が望ましい。）

国立研究開発法人
海上・港湾・航空技術
研究所 電子航法研究
所

〇 〇
ハイブリッド

（現地とオン
ラインを併用）

要相談 実施場所・実施期間・学生の適性について、事前に担当者と要調整。

国立研究開発法人
産業技術総合研究所 〇 〇

ハイブリッド
（現地とオン

ラインを併用）
要相談

指定の研究分野：化学物質リスク評価に関する研究分野
化学物質リスク評価に関する研究推進のためのスキルとして、データ
可視化・化学理論計算・機械学習などのコンピュータプログラミング
に加え、その根底となるデータ採取のための実験スキル（特に化学工
学面）の修練にも意欲のある方を歓迎します。

国立研究開発法人
防災科学技術研究所 〇 〇

ハイブリッド
（現地とオン

ラインを併用）
〇 ― ―

受入可能人数：各教員1名程度
受入可能時期：2021年10月～2022年3月
受入対象：地震や津波のハザード・リスク評価に関心のある方

防災情報、災害情報に関心のある方
土砂災害のハザード・リスク評価に関心のある方

独立行政法人 労働者
健康安全機構 労働安
全衛生総合研究所

〇 〇
ハイブリッド

（現地とオン
ラインを併用）

― ― 〇

National Science and 
Technology Center for 
Disaster Reduction (台湾)

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
現地（台湾）インターンシップはCOVID-19の情勢に依存。担当者と
の事前オンライン相談可のため、関心をお持ちの方は、まずお問合せ
ください。 中国籍の学生は現地インターンシップ受入不可(オンライ
ンインターンシップは可)。

▼オーダーメイド型インターンシップを実施する機関 （2021年4月5日時点）

(1/2)

資料
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https://criepi.denken.or.jp/
https://criepi.denken.or.jp/
http://www.jari.or.jp/
http://www.jari.or.jp/
https://www.enri.go.jp/
https://www.enri.go.jp/
https://www.aist.go.jp/
https://www.aist.go.jp/
http://www.bosai.go.jp/
http://www.bosai.go.jp/
https://www.jniosh.johas.go.jp/
https://www.ncdr.nat.gov.tw/


▼既定のインターンシップを実施する機関

機関名 既定のインターンシップ情報が
確認できるウェブページ 備考

セコム株式会社 https://www.secom.co.jp/isl/
2021年度実施未定だが、以下のとおりを予定。
・博士前期・後期課程の学生ともに受入可能
・オンラインもしくは現地とオンラインのハイブリッド（応相談）
・実施期間：4週間（応相談）

日本電気株式会社 http://nec-recruiting.com/event/event_internal.php

国立研究開発法人
海上・港湾・航空技術
研究所

https://www.enri.go.jp/ 2021年度実施未定。決定次第、ウェブサイトにて公開。

国立研究開発法人
防災科学技術研究所 https://www.bosai.go.jp/information/tender/intern/index.html 2021年度実施内容については、順次ウェブサイト掲載予定。

※ 大日本印刷株式会社・東急プロパティマネジメント株式会社・一般財団法人 DRIジャパンについては、現時点で実施予定なし。

（2021年4月5日時点）

(2/2)

レジリエンス研究教育推進コンソーシアム
インターンシップ受入機関一覧
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https://www.secom.co.jp/isl/
https://www.secom.co.jp/isl/
https://jpn.nec.com/
http://nec-recruiting.com/event/event_internal.php
https://www.enri.go.jp/
https://www.enri.go.jp/
https://www.enri.go.jp/
http://www.bosai.go.jp/
http://www.bosai.go.jp/
https://www.bosai.go.jp/information/tender/intern/index.html


コンソーシアム参画機関でのインターンシップ実績

【2019年度】

国立研究開発法人 防災科学技術研究所

実施内容： 災害対応の情報共有に関する研究業務

実施期間： 2020年7月22日~2020年8月2日（うち、10日間）

参加者： 博士前期課程1年生（参加当時） 1名

【2020年度】

国立研究開発法人 海上・港湾・航空技術研究所

電子航法研究所

実施内容： 航空路管制業務におけるチームワークロードの

計測手法に関する研究

実施期間： 2021年2月15日~2021年3月19日
（うち、土日祝日を除く平日）

参加者： 博士前期課程1年生（参加当時） 1名

現地での活動の様子

参加者の感想

令和3年2月15日から3月19日まで約1ヶ月
に渡り、電子航法研究所で筑波大学レジリエ
ンス研究教育推進コンソーシアム連携のイン
ターンシップを行った。「管制業務に基づいた
航空路管制セクターの分類～COVID-19の
影響～」のテーマでデータを分析、研究の可
能性を広げた。また、研究で使われるシミュ
レータなどの研究装備を拝見、現役研究員
の方々からご指導いただくことにより研究に
対する視野を広げる経験を得た。

オンラインでの活動の様子
（成果発表会）
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# 宛先 質問 質問者所属 参加区分

1 鈴木氏
災害拠点病院の認定要件にBCP・BCMが必須となっていると思いますが、大学病院がしっかりやってらっしゃると思います。大学病院がBCP推
進になるべきと思いますがいかがでしょうか。

大学 一般参加

2 長瀬氏
人（スキル）への依存度を減らすということは、具体的にどうすればよいのでしょう。優秀な（スキルのある）人材を抱えることが、組織の重
要な要件だと思うのですが、このような人に依存しないようにするにはどうしたらよいのでしょうか。もちろん100%ではないということは理解
していますが、バランスの観点からご教示ください。

研究機関 一般参加

3 長瀬氏
地震など突発的災害と、パンデミックに対するBCPでは、受動的に受ける被害による業務停止と、感染予防のために能動的に業務停止をしてい
く違いがあると思いますが、レジリエンスに違いはありますか？

企業 一般参加

4 倉橋氏

倉橋先生への質問です。感染拡大は、感染の機構からいくつかの基本を守ることで防げると考えます。人との距離を保つ、マスク着用、手洗い
の3つが必須で、さらに追加すれば換気と消毒だと考えます。こういう感染機構よりもマクロな行動（テレワーク、外出自粛、会食自粛など）に
立脚した予測や規制が主流であることが理解できません。もっと、個々の挙動に基づいた感染予防策を訴えるべきではないでしょうか？感染機
構にもとづいた予防策では効果がないのでしょうか？

研究機関 一般参加

5 倉橋氏
GoToを減らすと感染者がへ減るというエビデンスを初めて伺いました。これは内閣府の資料ならば政府としてもエビデンスは存在していたとい
うことでしょうか？

企業 一般参加

6 倉橋氏 Go to トラベルはやるべきでしょうか？ 研究機関 一般参加

7 倉橋氏
モデルの住まい方、例えば戸建てとマンションで感染拡大の違いはありますでしょうか？データから戸建てとマンションの相違がありました
か？

不明 不明

8 倉橋氏
倉橋先生の行われたシミュレーションのようなことを、広く知らしめることで、パンデミック防止施策への理解が深まり、人々のより広い協力
が期待できるのでは、と思いますが、そのような観点からのリスクコミュニケーションに関して現状はどうなっているのでしょうか。また、マ
スコミなどのリスクコミュニケーションに関するステークホルダーに対して「提言したいこと」などございましたら、お聞かせ下さい。

企業 R2EC参画機関

9 倉橋氏
倉橋先生から一人一人がという話がありましたが、緊急事態が発出されても重大事だと感じることができない人々がいます（例えば政治家）。
こういう人たちは何が原因で、あるいは何が欠けていて、緊急事態を正しく捉えられないのでしょうか？どうすればこういう人たちの行動を変
えることができるのか、若いころの教育を含めてご意見をお願いします。

研究機関 一般参加

10 倉橋氏
倉橋先生のシミュレーションは各自が自分事として考えるためのツール、というご意見に強く感銘を受けました。専門の先生がシミュレーショ
ンを行うだけでなく、各企業で自社のシミュレーションを手軽に行えるようなシミュレータを公開することはできないのでしょうか？
ゲームのように簡易版が提供されるとすばらしいと思います。

企業 一般参加

第３回レジリエンス研究教育推進コンソーシアムシンポジウム　質問レポート
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11 倉橋氏

危機対応で悩むのは、どちらを立てれば良いか、の判断に迷う時です。人名と事業継続、感染予防と経済(経営）維持、決めるのはもちろんTOP
の仕事ですが、その時に意思決定者として欲しいのは選択肢、メリット、デメリットを示してくれること、まさにシミュレーションだと思いま
す。日本は特にこのシミュレーション機能が弱いと思いますは、それはなぜか、今後もっとこの部分は強化されていくのか、倉橋先生のお考え
を伺えますでしょうか？

企業 一般参加

12 鈴木氏・長瀬氏
倉橋先生へのご質問でも書きましたが、鈴木先生、長瀬先生に関しても、それぞれのお立場から、マスコミなどのリスクコミュニケーションに
関するステークホルダーに対して「提言したいこと」などございましたら、お聞かせ下さい。

企業 R2EC参画機関

13 指定なし
レジリエンスの観点からは「経営リスク」も範疇だと思うのですが、事業継続計画では経営リスクは範疇にないと認識しているのですが、いか
がでしょうか？

企業 一般参加

14 指定なし
日本流のレジリエンスというのは、国民皆がゆるやかにしなやかに対応していくところに強みがあるように思います。政府の迅速な対応、制
度、体制、といったものは常に批判されますが、そこに強さはなく、他国に比べると遅く、甘く見られるかもしれませんが、結局は長い教育と
しつけと文化の流れでしなやかなレジリエンスがあるように思いますが、皆様のお考えはいかがでしょうか？

企業 一般参加

15 指定なし
緊急事態を正しく捉えられないのは、サイエンスリテラシーが欠けているのではないでしょうか。高校で文理を分けて、サイエンスを十分に学
ばずに大人になると、医学や科学の重要性を感覚的に理解できないのではないかと思います。

研究機関 一般参加
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※ 赤字：第 10回運営委員会（令和３年２月３日）承認分からの差分

令和 3 年度年間活動計画（案） ver.2 

（備考） 
※令和 2年度は、総会 1回、運営委員会 1回、幹事会 4 回を開催。
本案では、  総会 1回、運営委員会 2回、幹事会 4 回を想定。

※運営委員会・総会未開催の参画機関：
日本電気株式会社、東急プロパティマネジメント株式会社、DRI ジャパン、電力中央研究所、電子航法研究所、
労働安全衛生総合研究所

年月 総会・運営委員会 幹事会 

リスク・レジリエンス
工学学位プログラム
（前期：博士前期課程 
後期：博士前期課程） 

令和 
3 年 
4 月 

第 16回幹事会 
4 月 13 日（火）11:00-12:00 
オンライン（Zoom）

オープンキャンパス 
4 月 18 日（日） 
オンライン

5 月 

6 月 第４回総会・情報交換会 
６月８日（火）13:30-15:30 
オンライン（Zoom）

7 月 第 17回幹事会 
7 月 20 日（火）11:00-12:00 
オンライン（Zoom）

前期推薦入試・後期内部進学入試 
7 月１日（木） 

8 月 後期入試 8月 18日（水） 
前期入試 8月 19日（木） 
社会人特別選抜 8月 21日 (土) 

9 月 【参考】筑波会議 2021 
9 月 21 日（火）～30日（水） 
ハイブリッド形式（オンライン
およびつくば国際会議場）

10月 第 4回シンポジウム 
10 月 日（ ） 

 場所未定 
第 11回運営委員会・第 18回幹事会を同日開催 

11月 

12月 

令和 
4 年 
1 月 

社会人特別選抜 1月 29日 (土) 
前期入試 1月 31日（月） 

2 月 第 19回幹事会 
２月 日（ ） 
場所未定 

後期入試 2月 1日（火） 

3 月 第 12回運営委員会 
３月 日（ ） 
場所未定 
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